
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】切断刃を含む切断部に対して、切り分けるべき

材料を切断刃側へ必要量だけ送り込むことによって、切

り分け装置の小型化を実現する。

【解決手段】　起伏角度調整可能な切断刃３を具えた切

断部２と、片身91の送り装置５を具え切断部２に対して

水平面内で回転可能に配備された案内装置４とによって

構成され、切断刃３が片身91の送り移行路を横切る毎に

、案内装置４を少し回転させ、且つ切断刃３の起伏角度

を変更して、片身91を重量の揃った切り身に切り分ける

。

【選択図】  図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 切 り 分 け る べ き 材 料 (９ )の 送 り 移 行 路 を 繰 り 返 し 横 切 る 切 断 刃 (３ )を 具 え た 切 断 部 (２ )
と 、
  切 断 部 (２ )の 送 り 移 行 路 の 幅 中 心 と 切 断 刃 (３ )が 横 切 る 交 点 Ｐ 又 は 該 交 点 の 近 傍 を 回 転
中 心 と し て 、 切 断 作 業 位 置 へ 材 料 (９ )を 送 り 込 み 可 能 な 高 さ 位 置 に て 左 右 方 向 に 回 動 可 能
な 案 内 台 (41)を 有 し 、 切 断 刃 (３ )が 材 料 の 送 り 移 行 路 を 横 切 る タ イ ミ ン グ に 対 応 し て 必 要
に 応 じ て 必 要 角 度 だ け 案 内 台 (41)を 回 転 さ せ る 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )と 、
  材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )上 に 配 備 さ れ 案 内 台 (41)上 の 材 料 (９ )を 支 持 し 、 切 断 刃 (３ )が 材
料 送 り 移 行 路 を 横 切 る 毎 に 、 切 断 作 業 位 置 に 材 料 (９ )を 送 り 込 む 材 料 送 り 装 置 (５ )と 、
  材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )及 び 材 料 送 り 装 置 (５ )に 連 繋 さ れ 材 料 (９ )の 大 き さ と 切 り 分 け 単
位 に 応 じ て 、 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )の 案 内 台 (41)の 回 転 角 度 を 材 料 (９ )の 切 断 す る 部 位 に
応 じ て 予 め 決 定 す る と 共 に 材 料 送 り 装 置 (５ )の 材 料 送 り 量 を 材 料 (９ )の 切 断 す る 部 位 に 応
じ て 予 め 決 定 す る 制 御 部 (６ )と に よ っ て 構 成 さ れ 、
　 案 内 台 (41)に 材 料 (９ )を 載 せ て 切 断 刃 (３ )が 材 料 送 り 移 行 路 を 横 切 る 毎 に 、 該 案 内 台 (4
1)を 必 要 に 応 じ て 必 要 角 度 回 転 さ せ る と 共 に 、 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )に よ っ て 必 要 量 だ け
材 料 (９ )を 切 断 位 置 に 送 り 込 む こ と が で き る 材 料 切 り 分 け 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
  切 断 部 (２ )は 材 料 (９ )の 支 え 台 (26)を 有 し 、 該 支 え 台 (26)は 材 料 の 送 込 み 側 の 側 縁 が 円
弧 状 に 形 成 さ れ 上 面 が 材 料 支 え 面 と な り 、 案 内 台 (41)は 、 支 え 台 (26)の 円 弧 縁 の 曲 率 中 心
を 中 心 に 回 転 可 能 で あ り 、 案 内 台 (41)の 内 端 は 支 え 台 (26)の 円 弧 縁 に 近 接 し て い る 請 求 項
１ に 記 載 の 材 料 切 り 分 け 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 切 断 刃 (３ )は 、 材 料 送 り 込 み 方 向 に 対 し て 起 伏 角 度 制 御 可 能 に 配 備 さ れ 、 材 料 (９ )の 切
断 部 位 毎 に 切 断 刃 (３ )の 起 伏 角 度 が 制 御 さ れ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 材 料 切 り 分 け 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
  材 料 送 り 装 置 (５ )は 、 材 料 (９ )の 送 り 側 と は 反 対 側 先 端 部 を 保 持 す る 保 持 手 段 (53)と 、
該 保 持 手 段 を 材 料 送 り 方 向 に 移 動 さ せ る 移 動 手 段 (59)と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １
乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 材 料 切 り 分 け 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ３ 枚 に 下 ろ し た 魚 の 片 身 (91)を 切 り 分 け る 切 り 分 け 装 置 で あ っ て 、 保 持 手 段 (53)は 片 身
(91)の 皮 側 を 上 に し た 状 態 で か ま 部 分 (93)を 保 持 す る も の で あ っ て 、 左 右 の 片 身 の 違 い に
よ る か ま 部 分 (93)の 向 き に 応 じ て 保 持 手 段 (53)は 首 振 り 可 能 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 材 料
切 り 分 け 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 魚 の 片 身 を 切 り 分 け る の に 適 し た 材 料 切 り 分 け 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 魚 (特 に 「 鮭 」 )を ３ 枚 に 下 ろ し て 得 た 片 身 を 、 略 同 じ 重 量 の 切 り 身 に 自 動 的
に 切 り 分 け る 装 置 が 実 施 さ れ て い る 。
　 こ れ は 、 定 位 置 に 保 持 し た 片 身 に 対 し て 、 片 身 を 横 切 る 方 向 に 切 断 刃 を 繰 り 返 し 移 動 さ
せ つ つ 、 切 断 刃 を 片 身 の 切 り 幅 に 応 じ て 前 進 さ せ る の で あ る 。
　 図 ７ Ａ は 片 身 (91)を 示 し 、 右 端 が 尾 側 端 部 (92)、 左 端 が か ま 部 分 (93)で あ る 。
　 片 身 (91)は 、 中 央 部 は 幅 広 で 尾 側 へ 徐 々 に 幅 狭 と な り 、 か ま 側 へ も 少 し 幅 狭 と な っ て い
る こ と 、 又 、 図 ７ Ｂ に 示 す 如 く 、 略 中 央 部 が 肉 厚 で 尾 側 へ 徐 々 に 肉 薄 と な り 、 か ま 側 へ も
少 し 肉 薄 と な っ て い る 。 こ れ は 魚 の に 片 身 に 共 通 す る 形 状 的 特 徴 で あ る 。
　 上 記 片 身 (91)の 形 状 的 な 特 徴 を 考 慮 し て 、 切 り 身 の 重 量 を 揃 え る こ と 及 び 切 り 身 を 美 し
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く 見 せ る た め に 、 次 の 工 夫 が 成 さ れ て い る 。
　 図 ７ Ａ に 示 す 如 く 、 尾 側 で は 片 身 (91)の 長 手 方 向 に 対 し て 、 切 断 線 (90)を 大 き く 傾 け 、
か ま 側 へ い く ほ ど 切 断 線 が 片 身 の 長 手 方 向 に 対 し て 直 角 に 近 づ け る 。
　 又 、 図 ７ Ｂ に 示 す 如 く 、 尾 側 で は 片 身 (91)の 平 坦 な 内 面 に 対 し て 切 り 口 (94)の 成 す 角 度
α は 小 さ く 、 か ま 側 へ い く ほ ど 該 角 度 は 大 き く す る 。 即 ち 、 片 身 (91)を 尾 側 か ら 切 り 分 け
る と き 、 切 断 刃 は 徐 々 に 起 き 上 が る の で あ る 。
　 上 記 の 如 く 、 片 身 (91)を 切 り 分 け る た め の 切 断 刃 の 振 れ 角 度 制 御 、 送 り 量 制 御 (前 進 量
の 調 整 )及 び 起 伏 制 御 は 、 切 り 分 け 装 置 に 具 え た 制 御 部 に 予 め 片 身 (91)の 全 長 、 重 量 及 び
切 り 身 １ 切 れ の 重 量 を 入 力 す る こ と に よ っ て 、 切 断 刃 が 片 身 (91)を １ 回 横 切 る 毎 に 自 動 的
に 行 わ れ る 。
　 又 、 片 身 (91)の 全 長 及 び 重 量 は 、 切 り 分 け 装 置 に 具 え た 計 測 台 に 片 身 (91)を 載 せ る こ と
に よ っ て 、 自 動 的 に 制 御 部 に 入 力 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
  従 来 の 切 り 分 け 装 置 は 、 前 記 の 如 く 、 切 断 刃 を 切 り 身 の 切 り 幅 に 応 じ て 前 進 さ せ て い る
。 こ の 場 合 、 切 断 刃 を 含 む 切 断 部 に は 、 図 ７ Ａ に 示 す 各 切 断 線 (90)の 向 き に 対 応 す る 様 に
、 切 断 刃 の 振 れ 角 度 を 制 御 す る メ カ ニ ズ ム 及 び 切 断 刃 を 振 ら す た め の 制 御 モ ー タ を 搭 載 し
、 又 、 図 ７ Ｂ に 示 す 各 切 り 口 (94)の 傾 き に 対 応 す る 様 に 、 切 断 刃 の 起 伏 角 度 を 制 御 す る た
め の メ カ ニ ズ ム 及 び 起 伏 角 度 制 御 用 の 制 御 モ ー タ を 搭 載 せ ね ば な ら な い 。 そ の た め 切 断 部
は 必 然 的 に 大 型 化 し 、 こ の 大 型 の 切 断 部 を 前 進 さ せ る た め に 、 大 出 力 の モ ー タ と 、 剛 性 の
大 き な 案 内 装 置 が 必 要 と な り 、 切 り 分 け 装 置 全 体 が 大 型 化 す る こ と は 避 け ら れ な か っ た 。
　 本 発 明 は 、 切 断 刃 を 含 む 切 断 部 に 対 し て 、 切 り 分 け る べ き 材 料 を 切 断 刃 側 へ 必 要 量 だ け
送 り 込 む こ と に よ っ て 、 切 り 分 け 装 置 の 小 型 化 を 実 現 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 材 料 切 り 分 け 装 置 は 、 切 り 分 け る べ き 材 料 (９ )の 送 り 移 行 路 を 繰 り 返 し 横 切 る
切 断 刃 (３ )を 具 え た 切 断 部 (２ )と 、
  切 断 部 (２ )の 送 り 移 行 路 の 幅 中 心 と 切 断 刃 (３ )が 横 切 る 交 点 Ｐ 又 は 該 交 点 の 近 傍 を 回 転
中 心 と し て 、 切 断 作 業 位 置 へ 材 料 (９ )を 送 り 込 み 可 能 な 高 さ 位 置 に て 左 右 方 向 に 回 動 可 能
な 案 内 台 (41)を 有 し 、 切 断 刃 (３ )が 材 料 の 送 り 移 行 路 を 横 切 る タ イ ミ ン グ に 対 応 し て 必 要
に 応 じ て 必 要 角 度 だ け 案 内 台 (41)を 回 転 さ せ る 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )と 、
  材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )上 に 配 備 さ れ 案 内 台 (41)上 の 材 料 (９ )を 支 持 し 、 切 断 刃 (３ )が 材
料 送 り 移 行 路 を 横 切 る 毎 に 、 切 断 作 業 位 置 に 材 料 (９ )を 送 り 込 む 材 料 送 り 装 置 (５ )と 、
  材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )及 び 材 料 送 り 装 置 (５ )に 連 繋 さ れ 材 料 (９ )の 大 き さ と 切 り 分 け 単
位 に 応 じ て 、 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )の 案 内 台 (41)の 回 転 角 度 を 材 料 (９ )の 切 断 す る 部 位 に
応 じ て 予 め 決 定 す る と 共 に 材 料 送 り 装 置 (５ )の 材 料 送 り 量 を 材 料 (９ )の 切 断 す る 部 位 に 応
じ て 予 め 決 定 す る 制 御 部 (６ )と に よ っ て 構 成 さ れ 、
　 案 内 台 (41)に 材 料 (９ )を 載 せ て 切 断 刃 (３ )が 材 料 送 り 移 行 路 を 横 切 る 毎 に 、 該 案 内 台 (4
1)を 必 要 に 応 じ て 必 要 角 度 回 転 さ せ る と 共 に 、 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )に よ っ て 必 要 量 だ け
材 料 (９ )を 切 断 位 置 に 送 り 込 む こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 制 御 部 (６ )に よ っ て 材 料 (９ )に 対 す る 切 断 位 置 (切 断 予 定 線 )は 予 め 決 定 さ れ る 。 案 内 台
(41)に 材 料 (９ )を 載 せ て 切 断 を 開 始 す る と 、 材 料 (９ )の 切 断 予 定 線 を 切 断 刃 が 通 過 す る 様
に 、 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )と 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )が 動 作 し て 、 切 り 分 け 単 位 大 き さ に ほ
ぼ 揃 う 様 に 、 材 料 を 切 り 分 け る こ と が で き る 。
  切 断 す べ き 材 料 (９ )を 切 断 刃 (３ )側 に 送 り 込 む た め の 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )は 、 従 来 の
様 に 、 切 断 部 全 体 を 材 料 の 切 り 分 け 幅 づ つ 前 進 さ せ る 装 置 に 比 べ て 遙 か に 軽 量 で 小 型 に で
き 、 切 り 分 け 装 置 全 体 の 小 型 化 を 実 現 で き る 。
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　 又 、 切 断 部 全 体 を 前 進 移 動 さ せ る こ と に 比 べ て 、 材 料 (９ )を 切 断 刃 (３ )側 に 送 り 込 む た
め の エ ネ ル ギ ー は 遙 か に 小 さ く て 済 む た め 、 消 費 電 力 等 の ラ ン ニ ン グ コ ス ト を 低 減 で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
  実 施 例 に お い て 、 切 り 分 け る 材 料 (９ )は 大 型 魚 (特 に 「 鮭 」 )の ３ 枚 下 ろ し の 片 身 で あ る
。 　 図 ７ Ａ は 、 ２ 枚 の 片 身 の 一 方 の 片 身 (91)を 示 し 、 図 ８ は 他 方 の 片 身 (91a)を 示 し て い
る 。 何 れ も 尾 側 か ら か ま 側 に 順 に 切 り 分 け る 。
　 図 ７ Ａ に 示 す 片 身 (91)は 、 平 坦 内 面 を 下 側 に し て 案 内 台 (41)に 載 せ た 状 態 で 、 図 面 上 で
は か ま 部 分 (93)の 突 出 先 端 (93a)は 下 側 に 位 置 し て い る 。 図 ８ の 他 方 の 片 身 (91a)を 同 様 に
し て 案 内 台 (41)に 載 せ た と き 、 か ま 部 分 (93)の 突 出 先 端 (93a)は 上 側 に 位 置 す る 。
　 上 記 、 ２ つ の 片 身 (91)(91a)の か ま 部 分 (93)(93)の 向 き の 違 い は 、 後 記 す る 片 身 (91)の
保 持 手 段 (53)の 向 き の 設 定 及 び 切 断 線 (90)の 向 き に 関 わ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ に 示 す 如 く 、 本 発 明 の 切 り 分 け 装 置 は 、 基 台 (１ )上 に 切 断 刃 (３ )を 含 む 切 断 部 (２ )
を 設 け 、 切 断 部 (２ )に 対 し て 、 略 水 平 面 内 で 回 動 可 能 に 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )を 配 備 し 、
材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )上 に 材 料 送 り 装 置 (５ )を 具 え て い る 。
  基 台 (１ )に は 、 片 身 (91)を 単 位 大 き さ 切 り 分 け る た め の 制 御 部 (６ )及 び 片 身 (91)の 大 き
さ を 計 測 す る 計 測 台 (63)も 搭 載 さ れ て い る 。
　 図 ２ は 、 切 り 分 け 装 置 を 右 側 か ら 見 た 概 略 断 面 を 示 し て お り 、 片 身 (91)は 材 料 送 り 案 内
装 置 (４ )に よ っ て 切 断 部 (２ )側 に 送 り 込 ま れ 、 切 断 刃 (３ )で 切 り 分 け ら れ て 排 出 コ ン ベ ア
(８ )で 右 側 に 排 出 さ れ る 。
　 以 下 の 説 明 で 、 材 料 の 送 込 み 側 を 「 前 」 、 排 出 側 を 「 後 」 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 切 断 部 (２ )は 片 身 (91)を 載 せ て 支 え る 支 え 台 (26)を 有 し て い る 。 該 支 え 台 (26)は 前 縁 が
１ ／ ２ 円 弧 に 膨 ら ん で 形 成 さ れ 、 該 円 弧 縁 の 曲 率 中 心 を 通 っ て 切 断 刃 逃 が し 用 の ス リ ッ ト
(27)が 支 え 台 (26)の 幅 の ほ ぼ 全 長 に 亘 っ て 左 右 に 方 向 に 開 設 さ れ て い る 。
　 支 え 台 (26)の 上 面 は 、 片 身 (91)を 切 断 作 業 位 置 に 送 り 込 む 送 り 移 行 路 と な っ て い る 。
　 実 施 例 の 切 断 刃 (３ )は 丸 刃 で あ っ て 、 ２ 枚 １ 組 で 傾 動 台 (21)上 に 自 転 及 び 公 転 可 能 に 配
備 さ れ て い る 。
　 傾 動 台 (21)は 、 支 え 台 (26)の 上 面 と 支 え 台 (26)の １ ／ ２ 円 弧 縁 の 曲 率 中 心 と の 交 点 Ｐ を
通 る 軸 (23)を 中 心 に 、 前 後 方 向 に 傾 動 可 能 で あ り 、 図 １ に 示 す 如 く 、 サ ー ボ モ ー タ 等 の 制
御 モ ー タ (22)に よ っ て 、 高 精 度 に 起 伏 角 度 を 制 御 で き る 。
　 実 施 例 で は 傾 動 台 (21)は 、 支 え 台 (26)の ス リ ッ ト (27)よ り 後 方 で 起 伏 し 、 起 伏 制 御 可 能
な 角 度 範 囲 は 、 支 え 台 (26)の 上 面 の 延 長 面 に 対 し て 、 ７ ０ ° ～ ３ ５ ° の 範 囲 で あ る 。
　 傾 動 台 (21)の 中 央 部 に ア ー ム (24)が 、 そ の 長 さ 方 向 の 中 心 を 回 転 中 心 (25)と し て 回 転 可
能 に 支 持 さ れ 、 ア ー ム の 両 端 に 前 記 ２ 枚 の 切 断 刃 (３ )が 自 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。
  ア ー ム (24)の 回 転 中 心 (25)は 、 前 記 ス リ ッ ト (27)の 長 さ 中 心 と 支 え 台 (26)の １ ／ ２ 円 弧
縁 の 長 さ 中 心 を 通 り 、 支 え 台 (26)上 面 と 直 交 す る 垂 直 面 内 に 位 置 す る 。
　 傾 動 台 (21)上 に は 、 ア ー ム (24)を 回 転 さ せ る と 同 時 に 切 断 刃 (３ )を 自 転 さ せ る 回 転 駆 動
装 置 (28)が 搭 載 さ れ て い る 。 該 回 転 駆 動 装 置 (28)は こ の 種 切 断 装 置 と し て は 、 公 知 の 構 成
で あ る の で 詳 細 は 省 略 す る 。
  ア ー ム (24)が １ 回 転 す る と 両 切 断 刃 (３ )(３ )は 、 １ 回 づ つ ス リ ッ ト (27)に 侵 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )は 、 片 身 (91)を 載 せ て 該 片 身 (91)を 前 記 支 え 台 (26)へ 案 内 す る 案
内 台 (41)と 、 該 案 内 台 (41)を 前 記 支 え 台 (26)の 円 弧 縁 の 曲 率 中 心 を 回 転 中 心 と し て 水 平 面
内 で 回 動 さ せ る 回 動 駆 動 装 置 (42)に よ っ て 構 成 さ れ る 。
　 案 内 台 (41)は 、 片 身 (91)を 載 せ る の に 十 分 な 大 き さ の 長 方 形 を 呈 し 、 後 端 を 回 転 中 心 に
向 け て 支 え 台 (26)に 近 接 さ せ て い る 。
  案 内 台 (41)の 上 面 は 、 支 え 台 (26)の 上 面 と 高 さ が 揃 っ て い る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-14602 A 2006.1.19



  回 動 駆 動 装 置 (42)の 駆 動 源 は サ ー ボ モ ー タ 等 の 制 御 モ ー タ (42a)で あ っ て 、 高 精 度 に 案
内 台 (41)の 左 右 の 回 転 角 度 を 制 御 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
  図 ４ 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 材 料 送 り 装 置 (５ )は 、 片 身 (91)の 送 り 方 向 と は 反 対 側 の 端 部 を
保 持 す る 保 持 手 段 (53)と 該 保 持 手 段 を 片 身 (91)の 送 り 方 向 に 移 動 さ せ る 移 動 手 段 (59)と に
よ っ て 構 成 さ れ る 。
  実 施 例 の 保 持 手 段 (53)は 、 前 記 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )の 案 内 台 (41)上 に 配 備 し た ス ラ イ
ド 台 (51)に 、 ヘ ッ ド 部 (52)を 介 し て 設 け ら れ て い る 。
  実 施 例 の 保 持 手 段 (53)は 、 片 身 (91)の か ま 部 分 (93)を 上 か ら 押 圧 す る 押 え 部 材 (53a)で
あ り 、 該 押 え 部 材 (53a)は バ ー 状 を 呈 し そ の 中 央 部 が 、 ヘ ッ ド 部 (52)に 上 下 方 向 に 設 け た
枢 軸 (52a)に よ っ て 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 押 え 部 材 (53a)は シ リ ン ダ 等 の 傾 き 駆 動 手
段 (56)に 連 繋 さ れ て い る 。 押 え 部 材 (53a)に は 全 長 に 亘 っ て 下 向 き の 突 起 列 (54)が 設 け ら
れ て い る 。
　 ヘ ッ ド 部 (52)は 、 ス ラ イ ド 台 (51)上 の 水 平 枢 軸 (50)に 支 持 さ れ 、 シ リ ン ダ 等 の 上 下 駆 動
手 段 (55)に よ っ て 該 枢 軸 (50)を 中 心 に 押 え 部 材 (53a)を 上 下 方 向 に 回 転 移 動 さ せ る こ と が
で き る 。
  ヘ ッ ド 部 (52)が 上 向 き に 回 転 し た と き 、 押 え 部 材 (53a)の 突 起 列 (54)と 案 内 台 (41)と の
間 に 、 片 身 (91)の か ま 部 分 (93)が 入 る 余 裕 が 生 じ る 。 ヘ ッ ド 部 (52)が 下 向 き に 回 転 し た と
き 、 押 え 部 材 (53a)の 突 起 列 (54)が 、 片 身 (91)の か ま 部 分 (93)に 食 い 込 み 気 味 に 押 圧 し て
片 身 (91)を 確 実 に 保 持 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
  移 動 手 段 (59)は 、 上 記 押 え 部 材 (53a)を 切 断 作 業 位 置 側 へ 必 要 量 だ け 移 動 さ せ る こ と に
よ っ て 、 押 え 部 材 (53a)に よ っ て 保 持 し た 片 身 (91)を 案 内 台 (41)を 滑 ら せ て 切 断 刃 側 へ 必
要 量 だ け 送 り 込 む も の で あ る 。
　 実 施 例 の 移 動 手 段 (59)は 、 前 記 案 内 台 (41)上 の ス ラ イ ド 台 (51)を ネ ジ 軸 (57)の 推 力 で 前
後 進 さ せ る も の で あ っ て 、 ネ ジ 軸 (57)の 回 転 駆 動 は 、 サ ー ボ モ ー タ 等 の 制 御 モ ー タ (58)で
行 な い 、 高 精 度 に 移 動 量 の 制 御 、 即 ち 、 片 身 (91)の 送 り 量 を 制 御 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
  前 記 支 え 台 (26)上 に は 、 ス リ ッ ト (27)よ り も 少 し 前 位 置 に 材 料 押 え 装 置 (７ )が 配 備 さ れ
る 。
　 材 料 押 え 装 置 (７ )は 、 切 断 刃 (３ )が 片 身 (91)を 横 切 る 際 に 片 身 (91)を 押 さ え て 、 支 え 台
(26)上 で の 片 身 (91)の 位 置 ズ レ を 防 止 す る 役 割 を な す 。
  材 料 押 え 装 置 (７ )は 、 図 １ 、 図 ２ 、 図 ６ に 示 す 如 く 、 外 端 を 支 え 台 (26)上 に 枢 支 (73)さ
れ た 一 対 の 押 え レ バ ー (71)(71)に よ っ て 構 成 さ れ 、 両 押 え レ バ ー (71)(71)は 互 い の 自 由 端
を 接 近 し て 対 向 さ せ て お り 、 各 押 え レ バ ー (71)に 連 繋 し た シ リ ン ダ 等 の 上 下 駆 動 装 置 (74)
(74)に よ っ て 、 自 由 端 を 上 下 さ せ て 片 身 (91)の 押 圧 と 開 放 を 繰 り 返 す 。
　 押 え レ バ ー (71)の 下 縁 は 歯 列 (72)が 形 成 さ れ 、 該 歯 列 (72)が 片 身 (91)を 押 さ え る こ と に
よ り 、 片 身 (91)と の 滑 り が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 計 測 台 (63)と 制 御 部 (６ )は 、 従 来 の こ の 種 切 り 分 け 装 置 に 実 施 し て い た も の と 、 基 本 的
に 変 わ ら な い の で 、 概 略 を 説 明 す る に 留 め る 。
　 計 測 台 (63)は 、 該 計 測 台 (63)に 片 身 (91)を 載 せ る と 、 片 身 (91)の 全 長 測 定 と 重 量 測 定 を
自 動 的 に 行 な い 、 そ の デ ー タ を 該 制 御 部 (６ )に 送 る 。
　 制 御 部 (６ )は 、 入 力 用 デ ィ ス プ レ イ (61)と 表 示 用 デ ィ ス プ レ イ (62)を 具 え て い る 。 作 業
者 は 、 入 力 用 デ ィ ス プ レ イ (61)に 、 片 身 (91)を 切 り 分 け る 単 位 を 入 力 す る 。 実 施 例 の 場 合
、 切 り 身 １ 切 れ の 重 量 を 入 力 す る 。
  制 御 部 (６ )は 、 予 め 記 憶 し た 前 記 段 落 番 号 「 ０ ０ ０ ２ 」 に 記 載 の 片 身 の 特 徴 的 な 形 状 と
、 実 際 に 切 り 分 け る 片 身 (91)の 全 長 と 重 量 、 及 び 切 り 身 １ 切 れ の 重 量 か ら 、 図 ７ Ａ 、 図 ８
に 示 す 片 身 (91)に 対 す る 切 断 線 (90)と 図 ７ Ｂ に 示 す 各 切 り 口 (94)の 角 度 α を 求 め る こ と が
で き る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
  前 記 支 え 台 (26)の ス リ ッ ト (27)の 後 方 に は シ ュ ー ト (81)が 配 備 さ れ 、 該 シ ュ ー ト の 下 端
に は 排 出 コ ン ベ ア (８ )の 上 流 端 が 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  然 し て 、 片 身 (91)を 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )の 案 内 台 (41)に 、 尾 側 を 切 断 作 業 位 置 に 向 け
て 載 せ 、 押 え 部 材 (53a)に よ っ て 、 か ま 部 分 (93)を 押 圧 保 持 す る 。 こ の と き 、 片 身 (91)が
右 側 の 片 身 か 左 側 の 片 身 か に よ っ て 、 図 ７ Ａ 、 図 ８ に 示 す 如 く 、 押 え 部 材 (53a)の 向 き 決
め て 、 傾 き 駆 動 手 段 (56)に よ っ て そ の 向 き に 設 定 す る 。 押 え 部 材 (53a)の 傾 き は 、 適 所 に
設 け た 検 出 器 (図 示 せ ず )が 検 出 し て 制 御 部 (６ )に 入 力 さ れ る 。
　 制 御 部 (６ )は 、 上 記 押 え 部 材 (53a)の 傾 き に よ っ て 、 図 ７ Ａ と 図 ８ の 切 断 線 (90)の 向 き
を 選 択 し 、 更 に 、 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )の 案 内 台 (41)の 位 置 を 、 図 ３ の Ｘ の 位 置 か 、 Ｙ の
位 置 か を 決 定 し て そ の 位 置 に 回 転 移 動 さ せ る 。
　 制 御 部 (６ )は 、 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )の 制 御 モ ー タ (42a)、 及 び 材 料 送 り 装 置 (５ )の 制
御 モ ー タ (58)を 制 御 し て 、 切 断 刃 (３ )が 自 転 し な が ら 公 転 す る 際 、 片 身 (91)の 切 断 予 定 線
を 切 断 刃 (３ )が 順 に 通 過 さ せ る 。 同 時 に 、 制 御 部 (６ )は 傾 動 台 (21)の 制 御 モ ー タ (22)も 制
御 し て 、 切 り 身 の 切 り 口 (94)の 支 え 台 (26)に 対 す る 角 度 α に 対 応 す る 様 に 、 切 断 刃 (３ )の
起 伏 角 度 も 順 次 制 御 す る 。 更 に 制 御 部 (６ )は 、 支 え 台 (26)上 の 材 料 押 え 装 置 (７ )の 押 え レ
バ ー 用 上 下 駆 動 装 置 (74)も 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ の Ｘ 位 置 又 は Ｙ 位 置 か ら 片 身 (91)を 開 始 す る と 、 片 身 (91)の 切 断 予 定 線 を 切 断 刃 が
通 過 す る 様 に 、 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )と 材 料 送 り 案 内 装 置 (４ )が 動 作 す る 。
  即 ち 、 切 断 刃 (３ )が 支 え 台 (26)の ス リ ッ ト (27)を 通 過 す る 毎 に 、 案 内 台 (41)は 、 図 ４ に
実 線 で 示 す 案 内 台 (41)の 位 置 に 近 づ く 様 に 断 続 的 に 回 転 移 動 す る 。 又 、 材 料 送 り 装 置 (５ )
は 片 身 (91)を 断 続 的 に 切 断 刃 (３ )側 に 送 り 込 む 。
　 片 身 (91)に 切 断 刃 (３ )が 食 い 込 ん で い る 間 は 、 材 料 押 え 装 置 (７ )の 押 え レ バ ー (71)が 片
身 (91)を 押 さ え て 、 片 身 (91)の 位 置 ず れ を 防 止 し 、 材 料 送 り 装 置 (５ )が 片 身 (91)を 送 り 方
向 に 移 動 さ せ て い る 間 は 、 該 押 え レ バ ー (71)は 上 向 き に 回 転 し て 片 身 (91)を 開 放 し て い る
。
　 切 り 分 け ら れ た 片 身 (91)は 、 シ ュ ー ト (81)を 滑 っ て 排 出 コ ン ベ ア (８ )に 受 け 渡 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
  本 発 明 の 切 り 分 け 装 置 で は 、 切 断 す べ き 片 身 (91)を 切 断 刃 (３ )側 に 送 り 込 む た め の 材 料
送 り 案 内 装 置 (４ )は 、 従 来 の 様 に 、 切 断 部 全 体 を 材 料 の 切 り 分 け 幅 づ つ 前 進 さ せ る 装 置 に
比 べ て 遙 か に 軽 量 で 小 型 に で き 、 切 り 分 け 装 置 全 体 の 小 型 化 を 実 現 で き る 。
　 又 、 切 断 部 を 前 進 移 動 さ せ る こ と に 比 べ て 、 片 身 (91)を 切 断 刃 (３ )側 に 送 り 込 む た め の
エ ネ ル ギ ー は 遙 か に 小 さ く て 済 む た め 、 消 費 電 力 等 の ラ ン ニ ン グ コ ス ト を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 実 施 例 の 説 明 は 、 本 発 明 を 説 明 す る た め の も の で あ っ て 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の
発 明 を 限 定 し 、 或 は 範 囲 を 減 縮 す る 様 に 解 す べ き で は な い 。 又 、 本 発 明 の 各 部 構 成 は 上 記
実 施 例 に 限 ら ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 技 術 的 範 囲 内 で 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る こ と は
勿 論 で あ る 。
　 例 え ば 、 切 り 分 け る べ き 材 料 (９ )は 片 身 (91)に 限 る こ と は な く 、 切 り 分 け る べ き 材 料 の
集 合 体 と し て 、 個 々 の 材 料 に 共 通 す る 特 徴 的 な 形 状 を 有 す る も の で あ れ ば 、 そ の 特 徴 的 な
形 状 を 制 御 部 (６ )に 予 め 記 憶 さ せ て お き 、 切 り 分 け る べ き 材 料 の 個 々 に つ い て 、 切 り 分 け
る 前 に 、 制 御 部 (６ )に 、 そ の 全 長 、 重 量 等 の 大 き さ と 、 切 り 分 け 単 位 を 入 力 す る こ と に よ
り 、 所 定 の 単 位 毎 に 材 料 を 切 り 分 け で き る の は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 切 り 分 け 装 置 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 切 り 分 け 装 置 の 側 面 側 か ら 見 た 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 切 り 分 け 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 材 料 送 り 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 材 料 送 り 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 切 断 刃 の 上 方 側 か ら 見 た 切 断 位 置 付 近 の 斜 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 Ａ 図 は 一 方 の 片 身 の 平 面 図 、 Ｂ 図 は そ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 他 方 の 片 身 の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
１ 　 基 台
２ 　 切 断 部
21  傾 動 台
３ 　 切 断 刃
４ 　 材 料 送 り 案 内 装 置
41　 案 内 台
５ 　 材 料 送 り 装 置
53　 保 持 手 段
59　 移 動 手 段
６ 　 制 御 部
７ 　 材 料 押 え 装 置
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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